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◎今年も「広報なばり」をよろしくお願いします。ご意見・ご感想は、広報対話室（  63‐7402／ pr@city.nabari.mie.jp）へお寄せください。

　今年の抱負は「創」の一字と
いたしました。創造の「創」です。
新しい考え方で、今までになか
った新しいものを産み出すとい
う意味です。
　名張市議会では、市民に分か
りやすい議会運営を目指し、昨
年 12 月から、地域づくり組織
単位で議会報告会を実施させて
いただいているところです。
　さらに、IT化の推進など新た
な工夫や発想で、今後も議会改
革を進めてまいります。
　市民の皆様と議会をつなぐコ
ミュニケーションを確立し、住
み続けたいまち「なばり」を創
っていきたいと思っております。名張市長  亀井 利克 名張市議会議長  吉住 美智子 　

　「人口を増やす、税収を増やす」
そんな決意から、「増（ふやす）」
を今年の一文字といたしました。
　人口減少社会と東京一極集中
による地方の衰退が問題となる
中、この３年の間に少子化と人
口減少に歯止めをかけるシステ
ムを構築しておかなければ手遅
れになりかねません。
　本年は、就労、婚活、結婚、住
宅施策、妊娠、出産、育児、教育
へとつながる切れ目のない支援
へ向けた総合戦略を策定し事業
を進め、明るい話題も増えるよう
な年にしたいと思っております。

今年の名張市の世相や抱負などを表す一文字を、市長と市議会議長が選びました
2015 年 新春特別企画②
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1～2……新春特別企画　家の数だけある お雑煮のカタチ
3……高額医療・高額介護合算療養費制度をご存じですか？
4……新春特別企画　フェイスブックに寄せられた  なばりの「いいね」
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